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1 1 月 1 日 、 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー の 主 催 で

町 内 1 3 地 区 で 取 り 組 ん で い る 「 い き い き

百 歳 体 操 交 流 会 」 が 開 催 さ れ ま し た 。 最 高 齢 参 加 者 は ９ ５ 歳 の 岡 部 は る ゑ さ ん 。（ 中 島 東 ）

１ ０ ４ 人 の 参 加 が あ り ま し た 。 各 地 区 の 取 り 組 み 状 況 を 発 表 し た あ と 、 全 員 で い き い き 百 歳 体 操

を 行 い 「 楽 し か っ た ～ 」と 笑 顔 の 参 加 者 の 皆 さ ん で し た 。 町 内 で 2 0 7 人 が 取 り 組 ん で い ま す 。

め ざ せ ！ 元  気 な 百 歳 ！
楽 し い  通  い  の  場

「  い き い き 百 歳  体  操  」



奈 義 町 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 親 睦 ス ポ ー ツ 大 会

1 0 月 2 3 日 、 奈 義 中 学 校 体 育 館 で 第 3 6 回 奈 義 町 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 親 睦 ス ポ ー ツ 大 会 を 開 催 し ま し

た 。 町 内 2 0 ク ラ ブ 、3 3 7 人 の 参 加 が あ り 、 お な じ み の 玉  入 れ や ス プ ー ン リ レ ー な ど の 種 目 の ほ か 、 昼 休 み

を 利 用 し て の 囲 碁 ボ ー ル 体 験 で 盛 り 上 が り ま し た 。 ま た 、 本 年 度 も 大 会 運 営 に 奈 義 町 生 活 支 援 サ ポ ー

タ ー み つ  ば  ち の  皆  さ ん が  ボ  ラ ン  テ ィ ア と し て  協  力 し て く だ さ い ま し た  。

７ ～ ８ 月 の 夏 休 み 期 間 中 、 奈 義 町 内 の ６ 施 設 で 中 学 生 ２ ５ 人 、 高 校 生 ５ 人 が ボ ラ ン テ ィ ア 体 験 を 行

い ま し た 。 普 段  で き な い 体  験 を 通 し て 、 一 人 ひ と り が  新 し い 発  見 を し た り 、 将  来  の 自 分 を 考 え る 機  会 と

な り ま し た  。

受  入 れ 施  設 の  皆  様 に お か れ ま し て は 、 ご  協 力 を い た だ き あ り が と う ご ざ  い ま し た 。

チ ャ イ ル ド ホ ー ム ・ 奈  義  保  育  園 ・ 中  央  東  幼  稚  園 ・ 放  課  後  児  童 ク ラ ブ ・ や ま  び こ  荘 ・ な  ぎ み  苑

2 0 1 9 夏 の ボ ラ ン テ ィ ア 体 験 事 業
～ 貴 重 な 経 験 が で き ま し た ！ ～

な ぎ み 苑 放 課 後 児 童 ク ラ ブ 保 　 育 　 園



奈 義 町 戦 没 者 慰 霊 祭

1 0 月 ６ 日 、 岡 山 縣 護 國 神 社 に お い て 、 奈 義 町 戦 没 者 慰 霊 祭 が 行 わ れ 、 奈 義 町 遺 族 会 会 員 2 2

名 が 出 席 さ れ ま し た 。 こ の 慰 霊 祭 は 、 毎 年 行 わ れ る 岡 山 県 戦 没 者 慰 霊 祭 に 合 わ せ て 行 わ れ て

い ま す 。 ま た 、 奈 義 町 遺 族 会 で は 、 会 員 に よ る 美 作 招 魂 祭 や 岡 山 県 戦 没 者 遺 族 代 表 者 大 会 へ

の 参 加 も 行 わ れ て い ま す 。

第 6 9 回 “ 社 会 を 明 る く す る 運 動 ” 広 報 パ レ ー ド

「  社  会  を  明  る  く  す  る  運  動  」 は  す  べ  て  の  国  民

が 、 犯 罪 や 非 行 の 防 止 と 罪 を 犯 し た 人 た ち の

更 生 に つ い て 理 解 を 深 め 、 そ れ ぞ れ の 立 場 で

力 を 合 わ せ 、 犯 罪 や 非 行 の な い 地 域 社 会 を

築  く た  め  の  全  国  的  な  運  動  で  す 。

７ 月 ３ 日 、 運 動 の 強 調 月 間 に 合 わ せ 、 勝 英

地  区 保  護  司  会  に よ る 広  報  パ レ  ー ド が  行  わ れ 、

奈 義 町 で は 役 場 ロ ビ ー に お い て 内 閣 総 理 大

臣  メ ッ  セ  ー  ジ  の  伝  達  式  が  行  わ  れ  ま し た  。

介 護 職 員 初 任 者 （ 旧 ホ ー ム ヘ ル パ ー ２ 級 ） 研 修
超 高 齢 化 社 会 に 伴 い 介 護 分 野 へ の 必 要 性 が 高 ま る 中 、 介 護 職 へ の 就 業 者 を 確 保 し 、 地 域 の

介 護 サ ー ビ ス の 充 実 を 図 る た め 介 護 職 員 初 任 者 研 修 を 保 健 相 談 セ ン タ ー で 実 施 し て い ま す 。

1 0 月 3 1 日 ㈭ に 第 １ 回 目 が 開 か れ 、 ４ 名 の 方 が 受 講 さ れ て い ま す 。 来 年 ２ 月 2 7 日 ㈭ ま で  全 1 6

回 を  予  定 し て お り 、 受  講  終 了  後  は  、 介  護  職  員 と し て 活  躍 し て  い た  だ く こ と と な り ま  す 。

社  協  役  員 （  監  事  ） の  異  動  に  つ  い  て （
令 和 元 年 ７ 月 ４ 日 ～ 令 和 ３ 年 度
定 時 評 議 員 会 終 結 の 時 ま で 　 ）

監 事 に 異 動 が あ り ま し た の で ご 紹 介 し ま す 。 （ 敬 称 略 ）  

監 事 　 　 新 任 　 延 　 原 　 　 孝 　 　 退 任 　 井 　 戸 　 　 司



　 1 1 月 5 日 に 、 奈  義  小  学  校  で  開  催 さ れ た 車 い す 体  験  会 に 参  加 し ま し た 。

　 植 月 生 活 支 援 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 、 河 上 生 活 支 援 員 の 指 導 の も と 、 車 い す 体 験 を

通 じ て 「 福 祉 の 大  切 さ ・ 楽 し さ 」 を 考 え ま し た 。 今 回 の 体 験 が 、 バ リ ア フ リ ー に つ い

て 、 ま た 体 の 不 自 由 な 方 の 視 点 か ら 身 の 回 り を 考 え る き っ か け に な れ ば と 思 い ま す 。

赤 い 羽 根 共 同 募 金
　 今 年 も 全 国 一 斉 に 「 赤 い 羽 根 共 同 募 金 」 が 1 0 月 １ 日 か ら 1 2

月 3 1 日 ま で の ３ ケ 月 の 期 間 で 実 施 さ れ て い ま す 。

　  昨  年  度  は  、 町  民  の  皆  様  を  は  じ  め  、 町  内  の  各  施  設  や  企  業  の  皆

様 の ご  厚 意 に よ り 、 約 1 0 6 万 円 も の 募 金 が 集 ま り ま し た 。

　 赤 い 羽 根 共 同 募 金 は 、 社 会 福 祉 活 動 の 推 進 を 目 的 に 実 施 さ

れ て お り 、 奈  義 町 へ 配 分 さ れ る 募 金 は 、 各 地  区 で 実  施 す る 福 祉

活 動 へ の 助 成 や 、 老 人 ク ラ ブ 活 動 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 な ど 、 地

域 の 福 祉 活 動 事 業 に 使 わ れ て い ま す 。

　 ご  支 援 と ご 協 力 を よ ろ し く お 願 い し ま す 。

　 1 1 月 1 4 日 に 福 祉 委 員 １ ５ 名 が 、 視 察 研 修 で 鳥 取 県 日 野 町 の 鳥 取 県 西 部 地 震 展 示 交 流 セ ン タ ー

を 見 学 し ま し た 。 委 員 の 皆 さ ん か ら は 、 「 実 際 に 見 学 し て み な け れ ば 分 か ら な い こ と が あ る 。 」

「 地  域 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ 人 の つ な が り に つ い て 、 理  解 を 深 め て い き た い 。 」 と い っ た 声 が あ り ま し た 。

奈 義 小 学 校 ４ 年 生 の 車 い す 体 験 に 参 加 し ま し た ！

福 祉 委 員 が 鳥 取 県 西 部 地 震 展 示 交 流 セ ン タ ー を 見 学 し ま し た 。



男 性 高 齢 者 の 皆 さ ん ！ 閉 じ こ も ら な い で  外 に 出 よ う ！

じ  い  さ  ん  た  ち 「  ち  ょ  い  ワ  ル  の  旅  」 に  出  る  …

　  ち ょ い ワ ル じ い さ ん 作  戦  会  議  主  催  の 「  第 ２ 弾  ち ょ い ワ ル  の  旅  」 に 1 5 人 の  参  加  が  あ り ま し た  。 ち ょ い ワ ル

じ い さ ん と ス タ ッ フ も 合 わ せ て 2 9 人 が 、 心 が ワ ク ワ ク と 動 い た 一 日 を 過 ご し ま し た 。

　  ち ょ い ワ ル じ い さ ん 作  戦  会  議  は  、「 み  ん  な  連  れ  の  う て 、 い つ ま  で  も ワ ル サ し よ う 」 と イ ベ ン ト  等  を  通 じ て

男 性 高 齢 者 を 元 気 に す る こ と を 目 的 に 活 動 し て い ま す 。

1 1 月 ７ 日 　 ～ 法 然 上 人 ゆ か り の 地 ・ イ チ ョ ウ を 巡 る 旅 ～

誕 生 寺 に 到 着 。

境 内 で 車 い す は

お 尻 が 痛 て ぇ ～ 。

松 下 先 生 が 、

家 ば ぁ に 閉 じ こ も ら ず  に

外 に 出 る こ と が 大 切 と

言  よ  ん  さ っ た  。

じ い さ ん た ち 、 真 剣 に 語 り 合 う 。

ま だ ま だ や れ る ぞ ～ 。

み  な  さ  ん ！

楽 し い 一 日 に

し ま し ょ う で な  。

誕 生 寺 の 住 職 さ ん の

ユ ニ ー ク な お 話

集 合 写 真 は 、

ま  か  せ  ん  さ  い ！

菩 提 寺 の

本 堂 内 で 、 寺 の

歴 史 を 聞 き 、

町 の  宝  物 と し て

大  切  に  せ  に ゃ あ

い け ん と 痛 感 。



７ 月 ７ 日 、 奈 義 町 文 化 セ ン タ ー に て 奈 義 町 で は 初 め て の 災 害 ボ ラ ン テ ィ ア 養 成 講 座 を 開 催 し

ま し た 。 講 師 に は 4 月 2 0 日 に 福 祉 講 演 会 に て ご 講 演 い た だ い た 日 野 ボ ラ ン テ ィ ア ・ ネ ッ ト ワ ー ク

の  森  本  智 喜  様 を 迎 え て 、 災 害 ボ ラ ン テ ィ ア 活  動 と 福  祉  避  難  所 の  役  割 を テ ー マ に し た 講  義 と 災 害

ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー の 設 置 演 習 を 行 い ま し た 。 参 加 者 か ら は 「 自 分 の で き る こ と が 何 あ る 」

「 ボ ラ ン テ ィ ア の 見 方 が  変 わ っ た 」 「 笑 顔 ・ あ い さ つ ・ 思 い や り ・ お 互 い 様 の 言 葉 の 意 味 を も う

一  度  考  え  た  い  」 な  ど  の  感

想  を  い  た  だ  き  ま  し  た  。 ま

た 、 今 回 の 講 座 で は 皆 様

か ら お 寄 せ い た だ い た

赤 い 羽 根 共 同 募 金 を 活

用 さ せ て い た だ き ま し

た  。 ご  協  力  あ  り  が  と  う  ご

ざ  い ま し た 。

奈 義 町 災 害 ボ ラ ン テ ィ ア 養 成 講 座 開 催 し ま し た 。

９ 月 1 9 日 、 天 満 屋 ス ト ア 様 よ り 創 業 5 0 周 年 を 記 念 し た 車 い す

を 寄 贈 い た だ き ま し た 。 寄 贈 い た だ い た 車 い す は 、 介 護 用 品 と し

て の 貸 出 し や 小 中 学 校 の 福 祉 体 験 学 習 な ど 、 有 効 活 用 さ せ て い た

だ き ま す 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。

天  満  屋  ス ト ア  様  よ り

車 い す を 寄  贈 い た だ き ま し た 。

社 会 福 祉 法 人 奈 義 町 社 会 福 祉 協 議 会 職 員 募 集
〇 募 集 職 種 ・ 人 員

社 会 福 祉 協 議 会 専 門 員 　 若 干 名

〇 受 験 資 格

・ 年 齢 5 0 歳 ま で の 方 （ 令 和 ２ 年 ４ 月 １ 日 現 在 ）

・ 社 会 福 祉 士 ま た は 社 会 福 祉 主 事 資 格 を 取

得 し て い る 者 で 介 護 支 援 専 門 員 ま た は 介

護  福  祉  士  資  格  を 取  得 し て  い  る  者

・ 普 通 自 動 車 運 転 免 許 取 得 者

・  ワ  ー  ド  、 エ  ク  セ  ル  の  で  き  る  方

〇 受 験 申 込 み の 受 付

・ 受 付 期 間 　 　

令  和  元  年  １ ２  月 １ ０  日 ㈫ ～ １ ２  月  ２ ４  日 ㈫

平 日 は 、 午 前 8 時 3 0 分 か ら 午 後 ５ 時 1 5 分 ま で

※ 郵 送 の 場 合 は 、 簡 易 書 留 で 1 2 月 2 4 日 ㈫

ま で に 到 着 し た も の ま で 有 効

・ 提  出  書  類

受 験  申  込  書 （  町  社  協  ホ  ー  ム  ペ  ー  ジ  に  掲

載 ） と 必 要 書 類 を 受 付 期 間 内 に 持 参 ま

た は 郵 送

〇 試 験 方 法

・ 一 般 教 養 試 験 　 ・ 作 文 　 ・ 個 人 面 接

〇 試 験 日 時

　  令  和 ２ 年 １ 月 1 9  日 ㈰ 　 午 前 ９ 時 か ら

〇  書  類  提  出 ・ 問  い  合  わ  せ  先

社 会 福 祉 法 人

奈 義 町 社 会 福 祉 協 議 会 事 務 局

〒 7 0 8 ‒ 1 3 2 3  勝 田 郡 奈 義 町 豊 沢 ５ ０ ７‒２

T E L. ０ ８ ６ ８ ‒３ ６ ‒ ６ ３ ６ ３

（ 令  和 ２ 年 度  採  用 ）



社 協 会 員 へ の ご 加 入 を!!
問 い 合 わ せ 先 T E L. 0 8 6 8- 3 6- 6 3 6 3

　  こ の よ う に 、 皆  様  か ら お  寄  せ い た だ い た 社  協  会  費 は 、 社  協 自 体  の  運  営  や  皆  様  の  身  近  な と こ ろ で

行 わ れ て い る 福 祉 活 動 事 業 や 福 祉 活 動 団 体 へ の 助 成 の た め の 重 要 な 資 金 と な っ て お り ま す 。

　 町 民 の 皆 さ ん 一 人 ひ と り が 、 お 互 い に 支 え あ い 、 豊 か な 暮 ら し ・ 地 域 づ く り を 実 現 す る た め 、 社 会

福 祉 協 議  会 の 活 動 に ご 理  解 ご  協 力 を い た だ き ま す よ う お 願 い い た し ま す 。

社 会 福 祉 協 議 会 で は 、 本 年 度 も 長 寿 者 お 祝

い  事  業  を  行  っ て  い  ま  す 。

老 人 週 間 に 合 わ せ て 白 寿 （ ９ ９ 歳 ） ４ 人 、 卒 寿

（ 9 0 歳 ）5 0 人 の 方 へ そ れ ぞ れ に 長 寿 と 健 康 の

お 祝 い に 記 念 品 と お 祝 い 状 を お 贈 り し ま し た 。

こ れ か ら も 益 々 お 元 気 で お 過 ご し く だ さ い 。

長 寿 万 歳 事 業 に つ き ま し て は 、 各 地 区 に お い

て 創 意  工  夫 を さ れ た 取 り 組 み を し て い た だ い て

お り ま  す 。 今  後 と も よ ろ し く お  願  い し ま  す 。

各 地 区 で 行 わ れ る 地 域 福 祉 活 動 事 業 に

各 地 区 で 行 わ れ る 敬 老 会 な ど の 長 寿 万 歳 事 業 に

各 種 団 体 へ の 活 動 助 成 に

子 育 て 支 援 事 業 に

ご 長 寿 お め で と う ご ざ い ま す

町 民 の 皆 様 に 支 え ら れ 、 様 々 な 地 域 福 祉 活 動 事 業 に 使 わ れ ま し た

平 成 3 0 年 度 社 協 会 費 実 績 3, 9 2 9, 0 0 0 円



編  集 ・ 発 行  /  社 会 福 祉 法 人  奈 義 町 社 会 福 祉 協 議 会 　 〒 7 0 8 － 1 3 2 3   岡 山 県 勝 田 郡 奈 義 町 豊 沢 5 0 7－ 2  ☎ （ 0 8 6 8 ）3 6 － 6 3 6 3

ホ ー ム ペ ー ジ 　 htt p: / / w w w. n a gi s h a k y o.j p /

社 会 福 祉 協 議 会 へ

令 和 元 年 ６ 月 1 6 日 ～ 令 和 元 年 1 1 月 1 5 日

金 一 封 （ 敬 称 は 省 略 さ せ て い た だ き ま し た ）

香 典 返 し と し て香 典 返 し と し て

卒 寿 祝 い 返 し と し て卒 寿 祝 い 返 し と し て

宮 　 内 ・ 吉 　 元 　 靜 　 惠

小 　 坂 ・ 延 　 原 　 芳 　 道

米 寿 祝 い 返 し と し て米 寿 祝 い 返 し と し て

荒 内 西 ・ 右 　 手 　 勢 　 二

小 　 坂 ・ 有 　 元 　 信 　 子

滝 　 本 ・ 芦 　 田 　 冨 美 子

中 島 東 ・ 鷹 　 取 　 一 　 郎

社 会 福 祉 の た め に社 会 福 祉 の た め に

さ と 丸 バ ス ・ ド ア ツ ー ド ア

利 用 者 の 皆 様

中 島 東 ・ 鷹 　 取 　 一 　 郎

令 和 元 年 度 　 人 権 相 談 ・ 行 政 相 談 ・ 心 配 ご と 相 談 開 催 日 の お 知 ら せ

心  配 ご と 、 困 り ご と は あ り ま せ ん か ？ 相  談  員  が 皆  様 の ご 相  談 を お 受 け し ま す 。

  奈 義 町 通 所 付 添 サ ポ ー タ ー

「 な ぎ サ ポ 」 か ら お 知 ら せ ！
地 域 サ ロ ン ・ い き い き 百 歳 体 操 の 会 場 ま で 通 所 付 添 （ 送 迎 ） し ま す ！地 域 サ ロ ン ・ い き い き 百 歳 体 操 の 会 場 ま で 通 所 付 添 （ 送 迎 ） し ま す ！

　 独 居 高 齢 者 な ど で 入 浴 が 不 安 な 方 を 対 象 に し た 「 通 所 入 浴 サ ー ビ ス 」 の 通 所 付 添 （ 送 迎 ） に

加 え て 、 地 域 サ ロ ン や い き い き 百 歳 体 操 の よ う な 「 通 い の 場 」 へ の 送 迎 も 行 い ま す 。 長 距 離 は

歩 け な い か ら と 「 通 い の 場 」 へ の 参 加 を あ き ら め て は い ま せ ん か ？

　 「 通 い の 場 」 は 、 仲 間 と の 会 話 や ふ れ あ い 、 運 動 と 人 の 身 体 も 心 も 元 気 に す る 場 で す 。

「 地 域 サ ロ ン 」「 い き い き 百 歳 体 操 」 の 通 所 付 添 を 希 望 さ れ る 方 は 、 社 会 福 祉 協 議 会 ま で お 知 ら

せ く だ さ い  。

ご 寄 付 あ り が と う ご ざ い ま し たご 寄 付 あ り が と う ご ざ い ま し た

● 日 　 程 【 令 和 元 年 】1 2 月 2 0 日 ㈮

  【 令 和 ２ 年 】 １ 月 2 1 日㈫ ・ ２ 月 2 0 日 ㈭  ・ ３ 月 1 9 日㈭

● 時 　 間  午 前 1 0 時 ～ 午 後 ３ 時 ま で

● 場 　 所  奈 義 町 文 化 セ ン タ ー

皆 　 木 ・ 小 　 林 　 　 　 猛 （ 亡 父 ・ 利 一 ）

荒 内 西 ・ 井 　 戸 　 新 　 一 （ 亡 母 ・ 寄 味 代 ）

　 柿 　 ・ 大 　 町 　 　 　 明 （ 亡 父 ・ 智 ）

行 　 方 ・ 右 　 川 　 美 　 里 （ 亡 夫 ・ 義 雄 ）

中 島 東 ・ 鷹 　 取 　 　 　 潔 （ 亡 父 ・ 勝 士 ）

西 　 原 ・ 野 々 上 　 い づ み

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 亡 母 ・ 髙 山 あ や め ）

広 　 岡 ・ 奥 　 　 　 浩 　 輝 （ 亡 妻 ・ 伊 佐 子 )

中 島 東 ・ 中 　 村 　 恒 　 子 （ 亡 義 母 ・ 豊 子 )

　 柿 　 ・ 今 　 井 　 敏 　 夫 （ 亡 妻 ・ 英 子 )

　 柿 　 ・ 定 　 森 　 愛 　 子 （ 亡 夫 ・ 正 吉 )

皆 　 木 ・ 芦 　 田 　 八 重 子 （ 亡 夫 ・ 康 彦 ）

高 　 円 ・ 岡 　 本 　 　 　 誠 （ 亡 母 ・ 澄 子 ）

関 　 本 ・ 爲 　 季 　 一 　 知 （ 亡 母 ・ 房 子 ）

関 　 本 ・ 爲 　 季 　 文 　 夫 （ 亡 妻 ・ 芳 子 ）

豊 　 沢 ・ 森 　 安 　 　 　 亮 （ 亡 父 ・ 勧 ）

豊 　 沢 ・ 藤 　 安 　 俊 　 子 （ 亡 夫 ・ 好 泰 ）

小 　 坂 ・ 森 　 淵 　 　 　 勇 （ 亡 父 ・ 正 明 ）

行 　 方 ・ 鷲 　 田 　 雅 　 人 （ 亡 父 ・ 和 郎 ）

久 　 常 ・ 新 　 明 　 治 　 子 （ 亡 夫 ・ 俊 三 ）

関 　 本 ・ 髙 　 井 　 一 　 代 （ 亡 夫 ・ 健 次 ）


